
高山市森林整備計画に適合した造林計画の確認手順（フロー図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※森林の保健機能の維持増進を図る森林の区域内の森林（清見町楢谷（42 イ））で、森林保健施設の設置がある又は見込まれるものは、複層林・育成天然林施業を行い、択伐後は、サクラ・カエデなどの広葉樹を植栽 
します。 

伐採箇所は人工林？天然林？ 

植栽によらなければ適確な更新が困難な森林（別表 4）？ 

2ha 以下 

人工造林※ 

2ha を超える 

次のいずれかに該当するか？ 
・伐採方法が皆伐でない伐採（ただし、誘導伐における帯状皆伐及びそれに準じた方法により実施され、併せて更新補助作業が行わ

れる皆伐については、皆伐でない伐採に相当するものとして扱います） 
・伐区ごとの面積が2㏊以下の皆伐 
・伐区の最大の幅が25mを超えない皆伐 

・現地において、更新木に相当するおおむね0.5m以上（ササが生育している箇所では、ササの高さに加えておおむね0.5m以上。ただ
し、伐採に伴ってササが刈り払われる場合は、地表よりおおむね0.5m以上）の高さの木本類がha当たりおおむね3,000本以上生育して
おり、上層木の伐採によってもそれらの木本類が失われないことが確実な場合 

・現地にぼう芽更新などの母樹として期待できる高木性の立木がha当たりおおむね400本以上ある場合、あるいは伐区の中にha当たり
おおむね次の式で求められる本数以上、下種更新の母樹となりうる前生の主林木が散在して残される場合 

N＝10,000/H2（N：ha当たりの保残木の本数、H：主林木の平均樹高） 

・森林整備事業（造林補助事業）など公的補助事業により、更新補助作業が実施される場合 
・送電線下の伐採跡地 

はい いいえ 

人工林 天然林 

天然更新可。ただし、老齢林

（約 60 年以上）等ぼう芽更新

が見込まれない場合には、天

然更新しやすいように「母樹」

を残すこと 

いいえ 

伐採面積は？ 

はい 

伐採を行う場合 

次の「適確な天然更新が期待できない森林」のいずれかに該当するか？ 

・母樹となり得る高木性の広葉樹林が更新対象地よりも斜面上方に存在しない 

・周囲 100m 以内に広葉樹林が存在しない 

・林床に更新樹種が存在しない（過密状態にある森林、シカ等による食害が激しい森林、ササが一面に被覆

している森林 など） 

【1ha 未満】天然更新でも妥当と判断できる場合に限り、天然更新可 

【1ha～2ha】天然更新理由書の理由が妥当と判断できる場合に限り、天然更新可 

はい いいえ 


